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日本語教育に携わる人を支援！「おかやま日本語教育支援センター」
　県内で日本語教育に携わる方々を支援する「おかやま日本語教育支援センター」が岡山国際交流センター内に設
置され、令和８年６月８日（月）に開所式が行われました。市町村や民間団体、企業、ボランティアなどの日本語教室の
運営主体や学習支援者への情報提供、相談対応や連携づくりの促進に取り組みます。

伊原木県知事らによる除幕式
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特集

　岡山県の在留外国人数は４１，８４０人（令和７年１２月末現在）となり、過去最多を更新しています。みなさんの町で
も、最近外国の方を見かけることが増えたと感じているのではないでしょうか。

　外国人住民の日本語能力の向上は、地域
住民との円滑なコミュニケーションにつなが
り、互いに安心して充実した暮らしを送るため
の重要な要素です。そのため、地域の日本語
教室等、外国人の日本語学習機会を安定的
に確保する必要があります。
　そこで、県内の地域日本語教室やそのボラ
ンティア、教室運営の主体となる市町村や団
体、企業などと連携して情報交換し、地域日
本語教育を推進する拠点として、この「おかや
ま日本語教育支援センター」が生まれました。
　「岡山県が外国人にとっても住みやすいと感じてもらうために、日本語が話せるようになることは大事」と伊原木岡山
県知事は開所式で力を込めて話しました。

おかやま日本語教育支援センター開設

県内の在留外国人数の推移

さまざまな情報を提供しますおかやま日本語教育支援センター

伊原木知事

おかやま日本語教育支援センター 相談対応　職員または日本語教育に関する専門家（地域日本語教育コーディネーター）が対応します。専門家駐在日  �月～金　９：００～１６：００（年末年始を除く。不在の場合もあります。）電　話  086-256-2914メール  info@opief.or.jp対　面  事前にお問い合わせください。※�いずれの方法も状況により、対応までに数日間の時間がかかる場合があります。
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「ありがとう」をつなぐ
岡山県地域日本語教育コーディネーター　小川 京子

　私は日本を含む5か国で半世紀近く日本語教育に携わってきました。
　その中で、外国語が人生の可能性を広げてくれた例、逆に、日本に住んでいる方が日本語ができない
ために生活に不便を感じている現状も目の当たりにしてきました。
　前者の例をひとつご紹介します。日本には開発途上国の技術者や管理者を日本に招へいし、日本語や
日本の技術、経営手法などを学んでもらう人材育成制度があります。来日した元海外技術者研修生たち

（私が出会った方は今80代ぐらい）の中には、帰国して自分の会社を立ち上げた方も多くいました。そし
て、自分の人生を成功に導いてくれた日本に感謝し、次の世代にも同じ経験をしてもらいたいと、自分の
会社とは別に、社会貢献として、日本語学校やビジネス人材育成機関を設立して後進を育てます。次にそ
こで日本語を学んだ次世代の方が、自分の町に日本語学校をつくったり、中には週末に夜行電車で自
分の村にとんぼ返りして自宅で日本語を教えて、次の世代を地方で育てていくという若者もいました。インド
ではこうした人材育成の連鎖を見てきました。
　こうして自国で社会貢献に尽力している方たちですが、日本語は使えても、日本語教育について学ん
だことはありません。私の海外での仕事のひとつは日本語教師のスキルアップと新人教師の育成でした。
写真は10年ほど前のインドの教師養成講座の様子ですが、この若者たちが教師となり、この方たちに教
えられた、当時は子どもだった学習者が今は教師として次の世代を育てている例もあります。
　帰国後は、岡山県地域日本語教育コーディネーターとして、日本に住む外国の方に日本語を学ぶ機会
を提供して、生活上の不便が少しでも軽くなるように、また、外国の方と日本人が交流して、双方が同じ社
会の一員として共に生活していけるようにと県の日本語教育の体制づくりに携わっています。
　縦に横に「ありがとう」の気持ちをつないでいくこと。それは日本語教育だけではなく、人間が生きてい
く基本だと思い、世界の平和を祈りながら過ごす毎日です。

日本語教育 ～岡山県地域日本語教育コーディネーターの目線から～

最前列右が筆者

2026.❾ №164 3おかやま国際交流



情報公開
令和7年度収支計算書（令和7年4月1日から令和8年3月31日まで）

一般財団法人岡山県国際交流協会 評議員名簿 令和8年6月15日現在
役 職 名 氏　　名 職　　名
評 議 員 池　永　　　亘 岡山県町村会事務局長

〃 神　﨑　浩　二 岡山県経済団体連絡協議会事務局長
〃 久　山　裕　士 一般社団法人 岡山経済同友会 専務理事・事務局長
〃 五　福　明　夫 公立大学法人 岡山県立大学学長
〃 下野間　　　豊 岡山県県民生活部長
〃 髙　橋　邦　彰 岡山商工会議所専務理事
〃 松　畑　煕　一 国立大学法人 岡山大学名誉教授
〃 光　藤　伸　史 岡山県市長会事務局長
〃 山　本　総　一 株式会社 中国銀行 代表取締役専務執行役員 
〃 若　林　利　昭 日本貿易振興機構（ジェトロ）岡山貿易情報センター所長

（五十音順）

一般財団法人岡山県国際交流協会 役員名簿 令和8年6月23日現在
役 職 名 氏　　名 職　　名

代 表 理 事 野　﨑　泰　彦 岡山県経営者協会会長
業務執行理事 木　村　俊　之 一般財団法人 岡山県国際交流協会事務局長
理　　　　事 浦　上　典　江 ＮＰＯ法人 岡山日本語センター理事長

〃 大　月　史　嗣 学校法人 加計学園国際交流局長
〃 岡　田　裕　樹 岡山県県民生活部国際課長
〃 金　井　庸　記 岡山県教育庁高校教育課長
〃 後　藤　浩　志 岡山市市民協働局市民協働部国際課長
〃 近　藤　英　生 ＮＰＯ法人 津山国際交流の会事務局長
〃 島　津　義　昭 国際貢献大学校運営機構理事長
〃 杉　山　愼　策 ＮＰＯ法人 こくさいこどもフォーラム岡山理事・国際塾塾長
〃 竹　井　恵　子 一般社団法人 大学女性協会岡山支部長
〃 田　村　　　恵 岡山大学企画部国際企画課長
〃 森　　　健太郎 学校法人 森教育学園理事長

監　　　　事 髙　垣　　　努 一般社団法人 日本旅行業協会中四国支部岡山県支部支部長
〃 吉　岡　　　誠 岡山青年国際交流会顧問

（五十音順）

科　　目 合　　計 一般会計 特別会計
Ⅰ事業活動収支の部
 1 事業活動収入
① 基本財産運用収入  9,450,235  9,450,235  0
② 特定資産運用収入  283,596  283,596  0
③ 会費収入  946,000  946,000  0
④ 事業収入  766,840  15,000  751,840
⑤ 負担金収入  1,736,596  1,391,463  345,133
⑥ 補助金等収入  95,130  95,130  0
⑦ 受託事業収入  67,543,371  10,730,414  56,812,957
⑧ 利用料金収入  70,431,837  0  70,431,837
⑨ 雑収入  8,373,253  4,568,985  3,804,268
事業活動収入計 159,626,858  27,480,823 132,146,035
 2 事業活動支出
① 事業費支出 164,691,972  15,958,124 148,733,848
② 管理費支出  13,917,718  13,917,718  0
④ その他の支出  71,000  0  71,000
事業活動支出計 178,680,690  29,875,842 148,804,848
事業活動収支差額 △19,053,832 △2,395,019 △16,658,813
Ⅱ投資活動収支の部
 1 投資活動収入
① 基本財産取崩収入  5,912,761  5,912,761  0
② 特定資産取崩収入  22,000,000  22,000,000  0
投資活動収入計  27,912,761  27,912,761  0

科　　目 合　　計 一般会計 特別会計
 2 投資活動支出
① 基本財産取得支出  5,912,761  5,912,761  0
② 特定資産取得支出  657,457  657,457  0
投資活動支出計  6,570,218  6,570,218  0
投資活動収支差額  21,342,543  21,342,543  0
Ⅲ財務活動収支の部
 1 財務活動収入
① 他会計貸付金回収収入  0  0  0
② 他会計借入金収入  20,000,000  0  20,000,000
財務活動収入計  20,000,000  0  20,000,000
 2 財務活動支出
① 他会計貸付金支出  20,000,000  20,000,000  0
② 他会計借入金返済支出  0  0  0
財務活動支出計  20,000,000  20,000,000  0
財務活動収支差額  0 △20,000,000  20,000,000
Ⅳ予備費支出  0  0  0
当期収支差額  2,288,711 △ 1,052,476  3,341,187
前期繰越収支差額  8,177,270  16,682,256 △ 8,504,986
次期繰越収支差額  10,465,981  15,629,780 △ 5,163,799

（単位：円）（単位：円）
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事業報告

　近年、英語学習や留学への関心が高まる中、「英語を話す機会が欲しい」という岡山県民からの声を受け、令和6年8月にス
タートした月例イベント「～英会話カフェ English Cafe～」は2周年を迎えました。
　「～英会話カフェ English Cafe～」では、参加者を5～7人のグループに分け、英語ネイティブが各グループのリーダーとして
進行役を務めます。リーダーはさまざまな国や地域の出身であるため、参加者は異なる文化的背景を持つ人 と々会話し、多様な
文化について学ぶことができます。
　参加者の英語レベルは初心者からネイティブまで幅広く、年齢層も中学生から高齢者までさまざまです。そのため、誰もが互
いに学び合い、交流できる環境となっています。
　会話のテーマはリーダーによって異なりますが、まずは自己紹介や最近の出来事、個人的なニュース、趣味などの身近な話題
から始まります。参加者同士が打ち解けてくると、「行ってみたい国や訪れたことのある国とその理由」「日本と海外の文化の違い」

「英語を学んでいる理由や効果的な学習方法」など、あらゆるテーマへと会話が発展していきます。また、最後には参加者自身
が話題を提案したり、それまでに話した内容についてネイティブスピーカーや他の参加者に質問したりする時間も設けています。
　こうした交流を通じて、参加者は英語レベルにかかわらず、スピーキングやリスニングの力を高めたり、新しい語

ご
彙
い

を学んだり、
さまざまな分野について知識を深めたりすることができます。

～英会話カフェ English Cafe~� 毎月1回 土曜日開催

　このほかにも、たくさんのご感想をいただきました。
　英語は、新しい人や文化との出会いを生み出し、人と人をつなぐコミュニケーションの手段でもあります。「英会話カフェ 
～English Cafe～」は、英語力を試す場ではなく、実際に使いながら楽しむための交流の場です。少しでも英語を使ってみたい
と思っている方や、新しい交流の機会を探している方は、間違いを気にせず、リラックスした雰囲気の中で会話そのものを楽しみ
ながら、英語を使う楽しさをぜひ体験してみてください。

● 皆さんと話すのがとても楽しかった、また参加したいです！
● みんなが話せるように話題を振ってくれたので、楽しく話ができました！ありがとうございます！
● 様々な英語レベルの人がいて、面白かった。
● 気楽に参加できる英会話イベントがあって大変嬉しい。
● 勉強になった、もっと話せるようになりたい。
●ネイティブと話すことがないので、いい機会でした！

参加者から
寄せられたコメントの
一部を紹介します。

岡山県内の好きな飲食店について

語り合って、大盛り上がり

母国と日本の違いについて意見交換

英語を使って自己紹介を行い、お互いのことを知る交流の時間

「コミュニケーションの取り方」に

ついて意見を交わす様子

リラックスした雰囲気の中で、

会話を深めました

来日して感じたカルチャーショックについてディスカッション

We look forward to 
your participation!
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げん

少
しょう

の
問
もん

題
だい

もあります。こうした背
はい

景
けい

からリ
り

サ
さ

イ
い
ク
く

ル
る

はとても重
じゅう

要
よう

です。サ
さ

ル
る

チ
ち

市
し

では資
し

源
げん

ごみの回
かい

収
しゅう

が曜
よう

日
び

ごとに行
おこな

われ、毎
まい

日
にち

の清
せい

掃
そう

で街
まち

の美
うつく

しさが保
たも

たれています。一
いっ

方
ぽう

で分
ぶん

別
べつ

方
ほう

法
ほう

の理
り

解
かい

やエ
え

コ
こ

バ
ば

ッ
っ
グ
ぐ

の普
ふ

及
きゅう

など課
か

題
だい

も残
のこ

さ
れています。そこで私

わたし
は、高

こう
齢
れい

者
しゃ

や小
しょう

学
がっ

校
こう

低
てい

学
がく

年
ねん

の子
こ

どもたち、図
と

書
しょ

館
かん

利
り

用
よう

者
しゃ

など地
ち

域
いき

で生
せい

活
かつ

する幅
はば

広
ひろ

い世
せ

代
だい

の住
じゅう

民
みん

を対
たい

象
しょう

に、環
かん

境
きょう

にやさしい考
かんが

え方
かた

や正
ただ

しい分
ぶん

別
べつ

方
ほう

法
ほう

を楽
たの

しく
学
まな

べるよう、すごろくなどのゲ
げ

ー
ー

ム
む

を考
こう

案
あん

し、環
かん

境
きょう

教
きょう

育
いく

に取
と

り組
く

んでいます。こうした活
かつ

動
どう

を通
とお

し
て、豊

ゆた
かな自

し
然
ぜん

がこれからも守
まも

られていくことを願
ねが

っています。
　ア

あ
レ
れ

ナ
な

ル
る

火
か

山
ざん

やモ
も
ン
ん

テ
て

ベ
べ

ル
る

デ
で

の森
もり

、サ
さ

ン
ん
タ
た

テ
て

レ
れ

サ
さ

の海
うみ

、そこで
出
で

会
あ

えるナ
な

マ
ま

ケ
け

モ
も
ノ
の
やケ

け
ツ
つ
ァ
ぁ
ー
ー

ル
る

などの生
い

き物
もの

、コ
こ

ー
ー

ヒ
ひ

ー
ー

やカ
か

カ
か

オ
お

など、魅
み

力
りょく

あふれるコ
こ

ス
す

タ
た
リ
り
カ
か

をぜひ体
たい

験
けん

して
いただきたいです。

J
じ ゃ い か
ICAコ

こ
ス
す
タ
た
リ
り
カ
か

支
し

所
しょ

イ
い
ン
ん

ス
す
タ
た
グ
ぐ

ラ
ら
ム
む

jica_costarica

　今
こん

回
かい

は、コ
こ

ス
す

タ
た
リ
り

カ
か

共
きょう

和
わ

国
こく

でJ
じ ゃ い か
ICA

海
かい

外
がい

協
きょう

力
りょく

隊
たい

として活
かつ

動
どう

している岡
おか

山
やま

市
し

出
しゅっ

身
しん

の里
さと

見
み

 恵
けい

子
こ

さんから、コ
こ

ス
す
タ
た
リ
り
カ
か

の
豊
ゆた

かな自
し

然
ぜん

と環
かん

境
きょう

教
きょう

育
いく

についての寄
き

稿
こう

をお届
とど

けします。

里
さと

見
み

 恵
けい

子
こ

氏
し

サ
さ

ン
ん
タ
た
テ
て
レ
れ

サ
さ

の夕
ゆう

日
ひ

ギ
ぎ

ネ
ね

ス
す

世
せ

界
かい

記
き

録
ろく

に認
にん

定
てい

された
世
せ

界
かい

最
さい

大
だい

の牛
ぎっ

車
しゃ

『カ
か
レ
れ

ー
ー

タ
た

』
職
しょく

人
にん

の手
て

によって描
えが

かれる
伝
でん

統
とう

ア
あ

ー
ー
ト
と

リ
り
サ
さ

イ
い
ク
く
ル
る

授
じゅ

業
ぎょう

の様
よう

子
す

サ
さ

ル
る

チ
ち

市
し

役
やく

所
しょ

の同
どう

僚
りょう

たち

ド
ど
タ
た

地
ち

区
く

の森
もり

で出
で

会
あ

った
色
いろ

鮮
あざ

やかな鳥
とり

『ケ
け

ツ
つ
ァ
ぁ
ー
ー

ル
る

』
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張
ちょう

・マ
ま

ル
る

コ
こ
・皓

ほう
・暉

ふぁい
さん

（�カ
か

ナ
な

ダ
だ
・ブ

ぶ
リ
り
テ
て
ィ
ぃ
ッ
っ
シ
し
ュ
ゅ
・コ

こ
ロ
ろ
ン
ん
ビ
び

ア
あ

州
しゅう

 
リ
り
ッ
っ
チ
ち

モ
も
ン
ん
ド
ど

市
し
・ス

す
テ
て
ィ
ぃ
ー
ー

ブ
ぶ

ス
す
ト
と
ン
ん

出
しゅっ

身
しん

）

●日
に

本
ほん

滞
たい

在
ざい

歴
れき

：約
やく

１年
ねん

５か月
げつ

●職
しょく

業
ぎょう

：岡
おか

山
やま

外
がい

語
ご

学
がく

院
いん

の留
りゅう

学
がく

生
せい

　 （来
らい

日
にち

前
まえ

はカ
か

ナ
な

ダ
だ

で建
けん

築
ちく

技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

として勤
きん

務
む

）

― 出
しゅっ

身
しん

地
ち

の紹
しょう

介
かい

　昔
むかし

々
むかし

、和
わ

歌
か

山
やま

県
けん

から一
ひ と り

人の大
だい

工
く

が太
たい

平
へい

洋
よう

を渡
わた

り、カ
か

ナ
な

ダ
だ

のブ
ぶ
リ
り
テ
て
ィ
ぃ
ッ
っ
シ
し
ュ
ゅ
・コ

こ
ロ
ろ
ン
ん
ビ
び

ア
あ

州
しゅう

で新
あたら

しい生
せい

活
かつ

を始
はじ

めました。そ
の後

ご
、リ

り
ッ
っ
チ
ち

モ
も
ン
ん
ド
ど

市
し

のス
す

テ
て
ィ
ぃ
ー
ー

ブ
ぶ

ス
す
ト
と
ン
ん

で漁
りょう

師
し

となり、漁
ぎょ

業
ぎょう

で
大
おお

きな成
せい

功
こう

を収
おさ

めました。その後
ご

、彼
かれ

に続
つづ

き和
わ

歌
か

山
やま

県
けん

から多
おお

く
の人

ひと
がリ

り
ッ
っ
チ
ち

モ
も

ン
ん
ド
ど

市
し

へ移
い

住
じゅう

しました。私
わたし

は、そのリ
り
ッ
っ
チ
ち

モ
も

ン
ん
ド
ど

市
し

で生
う

まれました。知
し

らないうちに、私
わたし

は日
に

本
ほん

とご縁
えん

でつな
がっていたようです。
　リ

り
ッ
っ
チ
ち

モ
も

ン
ん
ド
ど

市
し

は、太
たい

平
へい

洋
よう

に面
めん

し、フ
ふ
レ
れ

ー
ー

ザ
ざ

ー
ー

川
がわ

に囲
かこ

まれた
小
ちい

さな島
しま

です。豊
ゆた

かな自
し

然
ぜん

に恵
めぐ

まれ、古
ふる

くから漁
ぎょ

業
ぎょう

や農
のう

業
ぎょう

が
盛
さか

んな地
ち

域
いき

として発
はっ

展
てん

してきました。

　リ
り
ッ
っ

チ
ち

モ
も

ン
ん
ド

ど
市
し

の北
きた

にはカ
か

ナ
な

ダ
だ

西
せい

部
ぶ

最
さい

大
だい

の都
と

市
し

であ
るバ

ば
ン
ん

ク
く

ー
ー

バ
ば

ー
ー

市
し

があります。岡
おか

山
やま

市
し

とバ
ば

ン
ん

ク
く

ー
ー

バ
ば

ー
ー

市
し

は
人
じん

口
こう

規
き

模
ぼ

がほぼ同
おな

じで、私
わたし

が現
げん

在
ざい

住
す

んでいる倉
くら

敷
しき

地
ち

区
く

と
リ
り
ッ
っ

チ
ち

モ
も

ン
ん
ド
ど

市
し

も人
じん

口
こう

がほぼ同
おな

じです。そのため、町
まち

の雰
ふん

囲
い

気
き

にもどこか親
した

しみを感
かん

じ、懐
なつ

かしい気
き

持
も

ちになります。
　また、日

に
本
ほん

人
じん

とカ
か

ナ
な

ダ
だ

人
じん

には共
きょう

通
つう

するところがあります。例
たと

えば、自
じ

国
こく

の文
ぶん

化
か

や自
し

然
ぜん

を大
たい

切
せつ

にし、平
へい

和
わ

な社
しゃ

会
かい

を守
まも

って
いきたいという思

おも
いです。そ

のような価
か

値
ち

観
かん

が似
に

ているか
らか、私

わたし
は日

に
本
ほん

の方
かた

々
がた

と自
し

然
ぜん

に打
う

ち解
と

けることができます。

― 日
に

本
ほん

へ来
き

た理
り

由
ゆう

　もちろん、子
こ

どもの頃
ころ

から日
に

本
ほん

のア
あ

ニ
に

メ
め
や漫

まん
画
が

、音
おん

楽
がく

などが
好
す

きでしたが、大
お と な

人になって建
けん

築
ちく

を学
まな

ぶ中
なか

で、日
に

本
ほん

の建
けん

築
ちく

も
学
まな

ぶようになり、ますます日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

つようになりました。
　ス

す
テ
て
ィ
ぃ
ー
ー

ブ
ぶ

ス
す
ト
と
ン
ん

には、和
わ

歌
か

山
やま

県
けん

から移
い

住
じゅう

した人
ひと

々
びと

の存
そん

在
ざい

も
あり、日

に
本
ほん

文
ぶん

化
か

の影
えい

響
きょう

がとても強
つよ

く残
のこ

っています。例
たと

えば、子
こ

どもから大
お と な

人まで通
かよ

うことができる日
に

本
ほん

語
ご

学
がっ

校
こう

があります。

ここでは、日
に

本
ほん

語
ご

だけで
はなく、日

に
本
ほん

の文
ぶん

化
か

も学
まな

ぶことができます。現
げん

在
ざい

一
いっ

緒
しょ

に住
す

んでいる私
わたし

のパ
ぱ

ー
ー

ト
と
ナ
な

ー
ー

も、子
こ

どもの頃
ころ

から
日
に

本
ほん

語
ご

学
がっ

校
こう

で勉
べん

強
きょう

してい
ました。そして、2023年

ねん
に

パ
ぱ

ー
ー
ト
と
ナ
な

ー
ー

が研
けん

究
きゅう

者
しゃ

として
日
に

本
ほん

で働
はたら

くことになったのを機
き

に、私
わたし

も日
に

本
ほん

語
ご

を勉
べん

強
きょう

するた
めに来

らい
日
にち

し、日
に

本
ほん

語
ご

学
がっ

校
こう

へ通
かよ

いました。
　日

に
本
ほん

と歴
れき

史
し

的
てき

つながりがある環
かん

境
きょう

で育
そだ

った私
わたし

は、日
に

本
ほん

建
けん

築
ちく

に興
きょう

味
み

をもち、日
に

本
ほん

の建
けん

築
ちく

家
か

と直
ちょく

接
せつ

話
はな

したいと思
おも

うように
なりました。岡

おか
山
やま

外
がい

語
ご

学
がく

院
いん

を卒
そつ

業
ぎょう

したら、日
に

本
ほん

建
けん

築
ちく

について
さらに勉

べん
強
きょう

し、大
だい

学
がく

で研
けん

究
きゅう

生
せい

として学
まな

びを深
ふか

めたいと思
おも

って
います。

― 私
わたし

の自
じ

慢
まん

　カ
か

ナ
な

ダ
だ

人
じん

が誇
ほこ

れることの一
ひと

つは「多
た

様
よう

性
せい

」です。私
わたし

は多
た

様
よう

性
せい

にあふれるバ
ば

ン
ん
ク
く

ー
ー

バ
ば

ー
ー

市
し

とリ
り
ッ
っ

チ
ち

モ
も

ン
ん
ド
ど

市
し

で育
そだ

ち、世
せ

界
かい

中
じゅう

から来
き

た子
こ

どもたちと一
いっ

緒
しょ

に学
まな

び、交
こう

流
りゅう

してきました。ク
く

ラ
ら

ス
す

メ
め

ー
ー
ト
と
にはア

あ
フ
ふ
リ
り
カ
か

、ア
あ

メ
め
リ
り
カ
か

、イ
い
ン
ん
ド
ど

、中
ちゅう

国
ごく

、日
に

本
ほん

など、さ
まざまな国

くに
の友

とも
達
だち

がいました。その中
なか

で、それぞれの国
くに

の文
ぶん

化
か

や習
しゅう

慣
かん

、食
しょく

事
じ

、言
げん

語
ご

、音
おん

楽
がく

などに触
ふ

れることで、私
わたし

の視
し

野
や

も広
ひろ

がりました。このように、いろいろな違
ちが

いがあることが社
しゃ

会
かい

の強
つよ

さになり、カ
か

ナ
な

ダ
だ

を特
とく

別
べつ

な国
くに

にしています。カ
か

ナ
な

ダ
だ

には
「Mixed Salad（ミ

み
ッ
っ
ク
く
ス
す
ド
ど
サ
さ

ラ
ら

ダ
だ

）」という表
ひょう

現
げん

があります。
それぞれの文

ぶん
化
か

が混
ま

ざり合
あ

いながらも消
き

えることなく、それ
ぞれの良

よ
さを生

い
かしているという意

い
味
み

です。私
わたし

にとっては、自
じ

分
ぶん

の出
しゅっ

身
しん

や育
そだ

った環
かん

境
きょう

、そして日
に

本
ほん

での新
あたら

しい生
せい

活
かつ

も含
ふく

め
て、それがカ

か
ナ
な

ダ
だ

人
じん

としてのア
あ

イ
い

デ
で

ン
ん

テ
て
ィ
ぃ
テ
て
ィ
ぃ
の一

いち
部
ぶ

だと考
かんが

え
ています。

ス
す

テ
て
ィ
ぃ
ー
ー

ブ
ぶ

ス
す
ト
と
ン
ん

の水
みず

辺
べ

リ
り
ッ
っ
チ
ち

モ
も
ン
ん
ド
ど

市
し

の中
ちゅう

心
しん

地
ち

珍
めずら

しく晴
は

れているバ
ば

ン
ん
ク
く

ー
ー

バ
ば

ー
ー

市
し

太
たい

平
へい

洋
よう

に面
めん

しているブ
ぶ
リ
り
テ
て
ィ
ぃ
ッ
っ
シ
し
ュ
ゅ
・コ

こ
ロ
ろ
ン
ん
ビ
び

ア
あ

州
しゅう

の海
かい

岸
がん

パ
ぱ

ー
ー

ト
と

ナ
な

ー
ー

と一
いっ

緒
しょ

にいろいろな祭
まつ

りに参
さん

加
か

しました。
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図
と

書
しょ

ボ
ぼ

ラ
ら
ン
ん

テ
て
ィ
ぃ
ア
あ

翻
ほん

訳
やく

・通
つう

訳
やく

ボ
ぼ

ラ
ら
ン
ん

テ
て
ィ
ぃ
ア
あ

奥
おく

山
やま

 英
えい

子
こ

さん�

ボ
ぼ

ラ
ら

ン
ん

テ
て

ィ
ぃ

ア
あ

活
かつ

動
どう

しています！

　今
こ

年
とし

3月
がつ

から、友
ゆう

人
じん

の紹
しょう

介
かい

で図
と

書
しょ

資
し

料
りょう

室
しつ

のボ
ぼ

ラ
ら
ン
ん

テ
て
ィ
ぃ
ア
あ

を始
はじ

めました。
まだわからないことも多

おお
く、ス

す
タ
た
ッ
っ
フ
ふ

や他
た

のボ
ぼ

ラ
ら
ン
ん

テ
て
ィ
ぃ
ア
あ

の皆
みな

さまに助
たす

け
ていただきながら活

かつ
動
どう

しています。微
び

力
りょく

ではありますが、少
すこ

しでも皆
みな

さま
のお役

やく
に立

た
てればと思

おも
っています。

　私
わたし

は東
とう

京
きょう

の下
した

町
まち

で生
う

まれ育
そだ

ち、30年
ねん

ほど前
まえ

に夫
おっと

の故
こ

郷
きょう

である岡
おか

山
やま

へ移
うつ

り住
す

みました。結
けっ

婚
こん

前
まえ

は英
えい

語
ご

の専
せん

門
もん

学
がっ

校
こう

を卒
そつ

業
ぎょう

し、貿
ぼう

易
えき

事
じ

務
む

の仕
し

事
ごと

に携
たずさ

わっていました。結
けっ

婚
こん

後
ご

も英
えい

語
ご

を忘
わす

れないよう学
がく

習
しゅう

を続
つづ

け、育
いく

児
じ

がひと段
だん

落
らく

した40代
だい

の頃
ころ

に英
えい

検
けん

1級
きゅう

に挑
ちょう

戦
せん

しました。2年
ねん

間
かん

勉
べん

強
きょう

に励
はげ

んだ結
けっ

果
か

、無
ぶ

事
じ

合
ごう

格
かく

すること
ができました。
　現

げん
在
ざい

は、その資
し

格
かく

を生
い

かし
てオ

お
ン
ん

ラ
ら

イ
い
ン
ん

英
えい

会
かい

話
わ

講
こう

師
し

とし
て働

はたら
いています。生

せい
徒
と

さんは
ビ
び

ジ
じ

ネ
ね

ス
す

パ
ぱ

ー
ー

ソ
そ

ン
ん

、主
しゅ

婦
ふ

、学
がく

生
せい

などさまざまです。私
わたし

自
じ

身
しん

もまた英
えい

語
ご

を学
まな

び続
つづ

ける立
たち

場
ば

であり、生
せい

徒
と

さんたちから
学
まな

ばせていただくことも多
おお

く、日
ひ

々
び

楽
たの

しく取
と

り組
く

んでいます。
　趣

しゅ
味
み

は自
じ

宅
たく

で動
どう

画
が

配
はい

信
しん

サ
さ

イ
い
ト
と
の映

えい
画
が

やテ
て

レ
れ
ビ
び

シ
し
リ
り
ー
ー

ズ
ず

を見
み

ることです。
仕
し

事
ごと

も趣
しゅ

味
み

もイ
い
ン
ん
ド
ど
ア
あ

中
ちゅう

心
しん

のため、月
つき

2回
かい

の図
と

書
しょ

ボ
ぼ

ラ
ら
ン
ん

テ
て
ィ
ぃ
ア
あ

の活
かつ

動
どう

は、私
わたし

にとって外
がい

出
しゅつ

のきっかけとなり良
よ

い気
き

分
ぶん

転
てん

換
かん

になっています。

今年度の相談事業
今年度の取組として、７月から岡山県外国人相談セン
ターは相談日時を拡充しました！

岡山県外国人相談センター
月曜～土曜　9：00～17：00（対応言語：24言語）
日 曜 相 談　第２日曜（13：00～16：00）※

夜 間 相 談　第4水曜（17：00～19：00）※

※面談のみの対応を行っています。
　�電話での相談や日本語・英語以外での対応を希望する場合は、 

月～土曜9：00~17：00にご相談ください。

その他、多言語相談日として各言語に対応する相談員
が常駐している日時、行政書士が対応する在留相談日
と弁護士が対応する法律相談日も設けています。

多言語相談
第1・３土曜　9：00～13：00
　　　　　　中国語、ポルトガル語、ベトナム語
第2・4水曜　13：00～17：00   中国語、ポルトガル語
第 3 木 曜　10：00～14：00   タガログ語
在留相談
第１・3土曜　10：00～12：00
法律相談

（１人につき１時間の予約制、１年に１回のみ利用可能）
第 1 火 曜　13：00～/14：00～/15：00～
第 3 土 曜　10：00～/11：00～/12：00～

図
と

書
しょ

資
し

料
りょう

室
しつ

にて活
かつ

動
どう

中
ちゅう

オ
お
ン
ん
ラ
ら
イ
い
ン
ん

英
えい

会
かい

話
わ

の様
よう

子
す

令和８年度 岡山県国際交流協会 新規事業
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　岡山県国際交流協会では、5月27日から28日まで
の2日間、岡山県立岡山操山中学校の生徒2名の「職
場体験学習」を受け入れました。
　初日は協会の活動紹介と館内ツアーから始まりました。
最初は緊張した様子でしたが、次第に打ち解け、積極
的に質問したりメモを取ったりしていました。
　午後は、多言語相談員へのインタビューを通して、相
談員の役割や心がけについて理解を深めました。また、

「やさしい日本語」のワークショップでは、言い換えを考
える体験に取り組み、伝え方によって理解のしやすさが
変わることを学びました。
　2日目は日本語教室の見学から始まりました。学習者
と講師のやり取りを通して、言葉の違いをこえて支え合
う学びの場を体験しました。その後、JICA岡山デスクの

職員から海外での活動や国際協力について話を聞き、
現地で直面した課題やその解決方法について一緒に
考えるワークを行いました。また、日本語教室で使用す
る教材作成にも参加しました。
　2日間の体験について、学校の課題である新聞を
作成し、学んだことや感じたことをそれぞれの言葉でま
とめました。「やさしい日本語」については「大切なの
はどう言えば伝わるかを考えること」という意見があり
ました。また、日本語教室の体験については、「言語が
違っても、相手を思いやる気持ちや積極的に伝えようと
する姿勢が大切」という感想が書かれていました。
　僅かな期間ではありますが、当協会での職場体験
が、将来のグローバルな活躍を目指す生徒の支援に
繋がることを願っています。

やさしい日本
語の言い換え
にチャレンジ！

日本語教室での
ひとコマ

養老孟司と小檜山賢二の虫展～みて、かんじて、そしてかんがえよう
⃝会期　令和8年10月9日（金）～11月29日（日）
　解剖学者で無類の昆虫愛好家としても知られる養老孟司。対象物の全てにピントがあう深度
合成技法を駆使し、昆虫写真の新たな可能性を切り拓いた小檜山賢二。
　長年の虫友だちであるふたりの展覧会です。
　深く考え抜かれた養老先生の言葉と、虫たちを数百倍に大きくした小檜山先生の写真を、大
小さまざまなパネルや立体展示物、映像にしました。
　驚きと不思議に満ちた虫たちの「なんだ、これは？」の世界を、ぜひお楽しみください。

『養
よう

老
ろう

孟
たけ

司
し

と小
こ

檜
ひ

山
やま

賢
けん

二
じ

の虫
むし

展
てん

』（県
けん

立
りつ

美
び

術
じゅつ

館
かん

開
かい

催
さい

）ペ
ぺ

ア
あ

チ
ち

ケ
け
ッ
っ
ト
と
を5名

めい
様
さま

にプ
ぷ

レ
れ

ゼ
ぜ

ン
ん
ト
と
！

　令
れい

和
わ

8年
ねん

10月
がつ

7
なの

日
か
（水

すい
）までにア

あ
ン
ん

ケ
け

ー
ー
ト
と
にご協

きょう
力
りょく

いただいた方
かた

の中
なか

から抽
ちゅう

選
せん

で5名
めい

の方
かた

に、岡
おか

山
やま

県
けん

立
りつ

美
び

術
じゅつ

館
かん

で開
かい

催
さい

される標
ひょう

記
き

展
てん

覧
らん

会
かい

（会
かい

期
き
：令

れい
和
わ

8年
ねん

10月
がつ

9
ここの

日
か
（金

きん
）～11月

がつ
2
にじゅうく

9日
にち

（日
にち

））のペ
ぺ

ア
あ

チ
ち

ケ
け
ッ
っ
ト
と
をお送

おく
りします。発

はっ

表
ぴょう

は発
はっ

送
そう

をもって代
か

えさせていただきます。

◀
アあ

ンん

ケけ

ーー

トと

フふ

ォぉ

ーー

ムむ

会
かい

報
ほう

誌
し

ア
あ
ン
ん

ケ
け

ー
ー
ト
と
のお願

ねが
い 今

こん
後
ご

の参
さん

考
こう

にさせていただくため、ご協
きょう

力
りょく

をお願
ねが

いします。

©Kenji Kohiyama

職場体験学習受入れ
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最 新 情 報 は、当 協 会
の ホ ー ム ペ ー ジ や
F a c e b o o k 、X（ 旧
Twitter）等で随時お
知らせします。

� � �

ホームページ Facebook X（旧Twitter） Instagram

会員募集
一般財団法人岡山県国際交流協会では会員を募集しています。
☆会員の特典
　◦会報誌「おかやま国際交流」による国際交流情報の提供（年４回）
　◦メールマガジンの配信（月１回）
　◦協会主催事業への参加費割引（団体会員は１団体２名までを割引）
　◦入会時に記念品をプレゼント
☆年会費
　個人会員： 2,000円　　団体会員：10,000円
　賛助会員：30,000円

☆申込み・問合せ　総務課まで
　TEL:086-256-2000 ※９：00～１７：30（月～土曜日）
　E-mail：kokusai@opief.or.jp

一般財団法人 岡山県国際交流協会
　企画情報課
　　　　　☎086−256−2914（月〜土　9：00～17：00）

　総務課　☎086−256−2000（月〜土　9：00～17：30）
�
会議室等の予約 受付管理班 ☎086−256−2905（9：00〜17：30）

［休館日］12月29日～1月3日及び臨時休館日（ただし日曜日は貸室業務以外休み）

■編集・発行
〒700−0026 岡山市北区奉還町2−2−1
岡山国際交流センター内 一般財団法人 岡山県国際交流協会

086−256−2000（月〜土　9：00〜17：30）
086−256−2226

ホ ー ム ペ ー ジ：https://www.opief.or.jp
F a c e b o o k：https://www.facebook.com/coolopief/
X（旧Twitter）：https://twitter.com/opief_okayama
I n s t a g r a m：https://www.instagram.com/opief_okayama/

E-mail：kokusai@opief.or.jp
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てい
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　６０名
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申
もうし
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始
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E V E N T  C A L E N D A R

※最新情報は当協会のホームページをご確認ください。
〈�会場はワールド・エクササイズを除き岡山国際交流センターです。

問い合わせ・申込みは企画情報課まで。〉
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カ
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者
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イ
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ベ
べ

ン
ん
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です。

　英
えい

語
ご

に興
きょう

味
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があり、英
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語
ご
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したい方
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流
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を体
たい
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かた
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迎
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です！
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えい
会
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話
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未
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経
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験
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者
しゃ

も安
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心
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してご参
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加
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◦と　き	 毎
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月
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　土
ど

曜
よう

日
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たい
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	� 英
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語
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味
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語
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以
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上
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県
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国
こく
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含
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加
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費
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程
てい

度
ど
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申
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込
こ
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回
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込
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みの方
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先
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します）
◦申

もうし
込
こ
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毎 月つ
き

ま
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国
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際
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貢
こう

献
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ふ
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こく

際
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貢
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献
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間
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内
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こく

際
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貢
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献
けん

に携
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わる団
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体
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介
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き

軽
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りください。
◦と　き	 令

れい
和
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１０月
がつ
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日
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献
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催
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じっ

費
ぴ

程
てい

度
ど

◦定
てい

　員
いん

	 ４０名
めい

程
てい

度
ど
（要

よう
申
もうし

込
こ

み、先
せん

着
ちゃく

順
じゅん

）
◦申

もうし
込
こ

み	 企
き

画
かく

情
じょう

報
ほう

課
か
（１１月

がつ
中
ちゅう

旬
じゅん

受
うけ

付
つけ

開
かい

始
し

予
よ

定
てい

）

12月
がつ

海
かい

外
がい

マ
ま

ガ
が

ジ
じ

ン
ん
・書

しょ
籍
せき

の無
む

料
りょう

配
はい

布
ふ

　過
か

去
こ

の海
かい

外
がい

マ
ま

ガ
が

ジ
じ
ン
ん
と除

じょ
籍
せき

になった書
しょ

籍
せき

を無
む

料
りょう

でお配
くば

りします。
◦と　き	 令

れい
和
わ
８年

ねん
１１月

がつ
７
なの

日
か
（土

ど
）～１１月

がつ
１
じゅうよつ

４日
か
（土

ど
）

	 １０：００～１７：００（日
にち

曜
よう

を除
のぞ

く）
◦ところ	 岡

おか
山
やま

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

セ
せ

ン
ん
タ
た

ー
ー
４階

かい
 図

と
書
しょ

資
し

料
りょう

室
しつ

◦配
はい

布
ふ

マ
ま

ガ
が

ジ
じ

ン
ん
	 TIME、NATIONAL GEOGRAPHIC、人

じん
民
みん

中
ちゅう

国
ごく

ほか
◦注

ちゅう
　意

い
	� 海

かい
外
がい

マ
ま

ガ
が

ジ
じ
ン
ん
・書

しょ
籍
せき

は一
ひと

人
り
１日

にち
５冊

さつ
まで。譲

ゆず
り受

う
けたマ

ま
ガ
が

ジ
じ

ン
ん
・書

しょ
籍
せき

の売
ばい

却
きゃく

はできません。また、個
こ

人
じん

の読
どく

書
しょ

・学
がく

習
しゅう

以
い

外
がい

の目
もく

的
てき

に利
り

用
よう

することはできません。

11月
がつ
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